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1. 2022年12月期第2四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第2四半期 4,926 2.7 246 △33.7 280 △28.2 191 △23.6

2021年12月期第2四半期 4,795 △1.1 370 0.3 390 1.5 251 △3.2

（注）包括利益 2022年12月期第2四半期　　211百万円 （△25.9％） 2021年12月期第2四半期　　286百万円 （19.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第2四半期 39.99 ―

2021年12月期第2四半期 52.44 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期第2四半期 13,152 7,530 57.3 1,567.93

2021年12月期 13,033 7,408 56.8 1,545.85

（参考）自己資本 2022年12月期第2四半期 7,530百万円 2021年12月期 7,408百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2022年12月期 ― 0.00

2022年12月期（予想） ― 15.00 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,100 2.1 540 △15.7 560 △18.1 390 △29.4 81.38

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期2Q 6,000,000 株 2021年12月期 6,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年12月期2Q 1,197,380 株 2021年12月期 1,207,380 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期2Q 4,796,156 株 2021年12月期2Q 4,786,842 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載された予想数値は、本資料発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想
数値と異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（2022年１月１日～2022年６月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感

染症の新たな変異株の再拡大から経済活動の停滞が続いております。更に、ロシアによるウクライナ情勢の悪化、円

安の進行、資源や原材料価格の高騰など、先行きは極めて不透明な状況となっております。

　このような経営環境の下、当社グループが関連いたします建設市場におきましては、公共投資は堅調に推移しま

したが、民間設備投資は、一部では持ち直しの動きがあるものの新型コロナウイルスの新たな変異株の発生で投資

意欲が消極的になっており、建設労働者の不足による労務費の増加や材料費など部材の値上げなどの影響で、厳し

い受注環境が続いております。

　また、住宅投資につきましては、前年からの工事持越し案件があったものの電子機器や衛生陶器などの部品不足に

よる工期遅延や資材の高騰などにより、当社の販売先であります戸建住宅の新設住宅着工戸数は低位傾向で推移して

おり厳しい受注環境が続いております。

　このような状況のもと当第２四半期連結累計期間におきましては、新型コロナウイルスの感染再拡大や資材の高

騰など当社グループの事業への影響がありましたが、当社グループは当初計画しました売上目標と営業利益確保を

最重要課題とし、事業活動に取り組んでまいりました。その結果、売上高49億26百万円（前年同期比2.7％増）、

営業利益２億46百万円（前年同期比33.7％減）、経常利益２億80百万円（前年同期比28.2％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益１億91百万円（前年同期比23.6％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、当第２四半期連結会計期間末に於ける残高は131億52百万

円（前連結会計年度末130億33百万円）となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少、商品及び製品並びに

建設仮勘定の増加によるものです。

（負債）

　負債につきましては、前連結会計年度末と比べ２百万円減少し、56億22百万円となりました。これは主に、電子記

録債務及び未払金の減少、短期借入金及び賞与引当金の増加によるものです。

（純資産）

　純資産につきましては、当第２四半期連結会計期間末に於ける残高は75億30百万円（前連結会計年度末74億８百万

円）となりました。これは主に利益剰余金の増加及び配当金の支払いによるものです。

②キャッシュ・フローの状況の分析

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は前第２四半期連結会計期

間末と比較して、６億12百万円増加し、33億96百万円となりました。

  当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果、得られた資金は２億61百万円（前年同四半期３億25百万円の収入）となりました。これは主に税

金等調整前四半期純利益、売上債権及び仕入債務並びに未払金の減少、減価償却費及び賞与引当金の増加、法人税等

の支払いによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果、使用した資金は３億14百万円（前年同四半期９億44百万円の使用）となりました。これは主に定

期預金の預入及び有形固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果、使用した資金は１百万円（前年同四半期１億51百万円の使用）となりました。これは主に短期借

入金の増加及び配当金の支払によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては現時点において、2022年２月14日に発表しました2021年12月期決算短信に記載しておりま

す2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）から変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の影響については、引き続き厳しい市場環境が続くものと予測されます。当社グ

ループの第２四半期連結累計期間の実績は、ほぼ計画通りに推移しておりますが、業績予想に修正が必要となった場

合は速やかに開示してまいります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,446,762 3,505,400

受取手形及び売掛金 1,859,504 1,531,158

電子記録債権 1,275,930 1,308,577

商品及び製品 571,163 715,181

仕掛品 25,867 24,434

原材料及び貯蔵品 576,357 654,211

その他 76,176 101,855

貸倒引当金 △1,253 △1,134

流動資産合計 7,830,510 7,839,686

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,193,741 1,167,088

機械装置及び運搬具（純額） 356,811 338,899

土地 2,640,663 2,640,663

建設仮勘定 140,080 266,315

その他（純額） 116,845 97,970

有形固定資産合計 4,448,141 4,510,937

無形固定資産

その他 158,734 169,816

無形固定資産合計 158,734 169,816

投資その他の資産

投資有価証券 311,220 287,020

繰延税金資産 192,745 258,716

その他 94,356 88,528

貸倒引当金 △2,028 △2,019

投資その他の資産合計 596,293 632,245

固定資産合計 5,203,170 5,312,999

資産合計 13,033,680 13,152,686

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 819,921 766,328

電子記録債務 1,261,693 1,191,431

短期借入金 1,950,000 2,050,000

未払金 304,483 197,421

未払法人税等 139,514 177,314

賞与引当金 41,224 224,824

その他 280,031 188,890

流動負債合計 4,796,868 4,796,211

固定負債

退職給付に係る負債 682,932 693,657

長期未払金 57,075 57,075

製品保証引当金 28,322 28,322

長期預り保証金 33,545 25,545

資産除去債務 5,498 5,498

その他 20,778 16,188

固定負債合計 828,152 826,287

負債合計 5,625,020 5,622,498

純資産の部

株主資本

資本金 1,683,378 1,683,378

資本剰余金 1,596,020 1,597,636

利益剰余金 4,570,336 4,666,290

自己株式 △497,892 △494,069

株主資本合計 7,351,842 7,453,236

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 105,111 86,395

為替換算調整勘定 37,747 68,183

退職給付に係る調整累計額 △86,040 △77,627

その他の包括利益累計額合計 56,817 76,951

純資産合計 7,408,659 7,530,188

負債純資産合計 13,033,680 13,152,686
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 4,795,771 4,926,598

売上原価 3,463,304 3,724,017

売上総利益 1,332,467 1,202,581

販売費及び一般管理費 961,576 956,579

営業利益 370,891 246,002

営業外収益

受取利息 2,081 2,530

受取配当金 1,791 2,104

スクラップ売却収入 7,571 13,624

受取家賃 2,427 2,427

経営指導料 － 9,090

雑収入 9,452 9,604

営業外収益合計 23,323 39,382

営業外費用

支払利息 2,845 3,371

為替差損 726 1,429

雑損失 9 97

営業外費用合計 3,580 4,898

経常利益 390,634 280,486

特別利益

投資有価証券売却益 － 7,339

固定資産売却益 － 37

特別利益合計 － 7,376

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 390,634 287,863

法人税、住民税及び事業税 196,818 157,449

法人税等調整額 △57,195 △61,392

法人税等合計 139,623 96,056

四半期純利益 251,011 191,806

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 251,011 191,806

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 251,011 191,806

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,289 △18,715

為替換算調整勘定 16,192 30,435

退職給付に係る調整額 10,568 8,413

その他の包括利益合計 35,050 20,134

四半期包括利益 286,061 211,940

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 286,061 211,940

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 390,634 287,863

減価償却費 116,284 122,336

貸倒引当金の増減額（△は減少） △37 △128

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,701 22,812

賞与引当金の増減額（△は減少） 183,600 183,600

有形固定資産除売却損益（△は益） － △37

受取利息及び受取配当金 △3,872 △4,634

支払利息 2,845 3,371

売上債権の増減額（△は増加） 87,227 296,191

棚卸資産の増減額（△は増加） 35,995 △208,906

仕入債務の増減額（△は減少） △267,558 △126,332

未払金の増減額（△は減少） △112,827 △104,437

未払消費税等の増減額（△は減少） 14,013 △49,120

その他 △24,705 △47,895

小計 419,897 374,682

利息及び配当金の受取額 3,872 4,634

利息の支払額 △2,841 △3,368

法人税等の支払額 △95,589 △114,661

営業活動によるキャッシュ・フロー 325,339 261,286

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △72,637 △108,771

定期預金の払戻による収入 － 19,425

投資有価証券の取得による支出 △61 △5,064

投資有価証券の売却による収入 － 9,635

有形固定資産の取得による支出 △865,512 △205,082

無形固定資産の取得による支出 △5,021 △4,905

事業譲受による支出 － △18,181

その他 △1,652 △1,615

投資活動によるキャッシュ・フロー △944,884 △314,559

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 100,000

配当金の支払額 △95,777 △95,755

その他 △5,682 △5,949

財務活動によるキャッシュ・フロー △151,459 △1,704

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,499 24,268

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △758,504 △30,708

現金及び現金同等物の期首残高 3,542,414 3,427,337

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,783,910 3,396,628

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準等」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会

計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従っており、第１

四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計

期間の期首の剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　また、利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報は記載し

ておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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